
仮
名
の
書 

第
一
回
課
題(

四
月
二
十
、
二
十
一
日) 

二
、
三
年
共
通
で
使
っ
て
い
る
『
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
ー
国
語
便
覧
』
数
研
出
版P

8
4

～8
9

を

見
な
が
ら
、
以
下
の
文
を
読
み
、
仮
名
の
成
立
を
知
っ
た
上
で
二
枚
目
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。 

 

文
字
の
な
か
っ
た
時
代
は
口
か
ら
口
へ
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
に
漢
字
が
伝
来
し
た
の
は

紀
元
一
世
紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
入
っ
て
き
た
漢
字
を
、
漢
文
で
表
記
す
る
以
外
に
、

話
し
言
葉
と
し
て
の
日
本
語
を
表
記
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
漢
字
の
訓
読
み
も
、
個
々
の
漢
字
を

そ
の
意
味
に
相
当
す
る
和
語
（大
和
言
葉
、
日
本
語
の
固
有
語
）
に
よ
っ
て
読
ん
だ
工
夫
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

ま
た
、
中
国
で
生
ま
れ
た
漢
字
で
日
本
の
こ
と
ば
を
書
き
表
す
た
め
に
、
漢
字
の
意
味
と
は
関
係
な
く

漢
字
の
音
や
訓
だ
け
を
借
り
て
読
み
を
書
き
表
す
工
夫
も
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
時
代
末
期
に
成
立
し
た

『万
葉
集
』に
多
く
み
ら
れ
る
の
で
万
葉
仮
名(P

85)

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

奈
良
時
代(

七
一
〇
～
七
九

四)

初
期
に
成
立
し
た
『古
事
記
』は
漢
字
の
音
訓
を
交
え
た
変
体
漢
文
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
人
名
や

歌
謡
部
分
に
は
万
葉
仮
名(P

84)

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
仮
名
はP

85

の
下
部
コ
ラ
ム
『万
葉
集
』の

謎
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
画
像
の
よ
う
に
、
漢
字
の
楷
書
体(

活
字
体
の
よ
う
に
一
画
一
画
が
つ
な
が
っ
て
い

な
い
書
体)

や
行
書
体(

少
し
つ
な
が
っ
た
書
体)

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

＊
二
枚
目
の
紙
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
がA

4

用
紙
で
形
式
が
同
じ
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
用
紙
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。 

 



『仮
名
の
書
』課
題 

①
万
葉
仮
名 

 
 

 

年 
 

組 
 

番( 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

①  

②  
 

 

③  

④ ニ
、
国
語
便
覧P100

～119 

小
倉
百
人
一
首
か
ら
好
き
な
歌
を
一
首
選
び
、 

①
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
、
平
仮
名
の
み
で
書
く 

②
歌
意
を
書
き
と
る 

③
一
音
一
字
を
漢
字
の
音
を
借
り
て
表
記
す
る(

正
し
い
万
葉
仮
名
を
調
べ
て
書
く
以
外
に
、
自

分
で
考
え
た
『
な
ん
ち
ゃ
っ
て
万
葉
仮
名
』
も
可
と
し
ま
す)

例 

は
な
の
い
ろ
→
葉
奈
乃
移
露

④
漢
字
に
書
き
か
え
た
感
想 

 

一
、
万
葉
仮
名
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う 



 


